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温め、日の出時刻の午前６時５３分、いざ岬の展望

台へ。しかし、残念。水平線の上は厚い雲で覆わ

れ、初日の出を拝むことはできませんでした。

日の出時刻前に帰った方もいましたが、午前７

時を少し過ぎた頃、平成２６年午年の最初の太陽が

雲の切れ間から顔を出し、岬の海を明るく照らし

出しました。

毎年、大勢の方が訪れる襟裳岬の初日の出。今

年は、発達した低気圧の影響で天気予報がくもり

と発表されていたこともあり、観光客は例年より

少なめでした。

冬の間は休んでいる風の館が臨時開館してコー

ヒーや甘酒などを無料でサービスしました。入館

者に人気だったのはコーンスープ。よーく身体を

初日の出さえぎる厚い雲
元旦の襟裳岬
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1
月

日
、
町
教
育
員
会
（
川
上
松
美

12

教
育
長
）
主
催
の
平
成

年
成
人
式
式
典

26

及
び
祝
賀
会
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
翌
年
４
月

１
日
生
ま
れ
ま
で
の
新
成
人

人
が
、
晴

58

れ
着
、
ス
ー
ツ
・
紋
付
き
袴
姿
で
参
加
し

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
一
人
一
人
名
前
が

読
み
上
げ
ら
れ
、
家
族
や
来
賓
を
前
に
緊

張
し
た
面
持
ち
の
中
で
、
ス
テ
ー
ジ
前
の

席
に
向
か
っ
て
入
場
し
ま
し
た
。

西
川
一
郎
町
教
育
委
員
会
委
員
長
職
務

代
理
が
「
二
十
歳
に
な
る
と
、
国
家
の
一

員
と
し
て
貴
重
な
権
利
と
義
務
が
与
え
ら

れ
ま
す
。
選
挙
権
や
納
税
義
務
が
代
表
的

な
も
の
で
す
。
こ
の
日
を
契
機
に
、
国
政

や
地
方
自
治
に
関
心
を
も
ち
、
与
え
ら
れ

た
権
利
を
確
実
に
行
使
す
る
と
と
も
に
、

義
務
も
き
ち
ん
と
果
た
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

祝
辞
に
た
っ
た
岩
本
溥
叙
町
長
は
「
成

人
と
し
て
法
律
的
に
も
大
人
と
な
り
、

様
々
な
権
利
と
義
務
が
生
じ
ま
す
。
社
会

的
に
も
一
層
の
モ
ラ
ル
が
求
め
ら
れ
、
社

か
ら
の
道
の
り
は
、
喜
び
や
楽
し
み
、
悩

み
や
苦
労
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

何
事
に
も
果
敢
に
挑
戦
す
る
勇
気
を
持

ち
、
自
分
の
目
標
に
向
か
い
、
忍
耐
強
く

突
き
進
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
新
成
人
へ
向

け
て
期
待
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
新
成
人
を
代
表
し
て
石
丸

雅
史
さ
ん
と
福
嶌
円
花
さ
ん
が
岩
本
町
長

か
ら
記
念
品
を
受
け
取
り
、「
成
人
の
誓

い
」
で
は
、
明
神
孝
幸
さ
ん
が
町
民
憲
章

を
天
野
瑠
利
さ
ん
が
交
通
安
全
の
誓
い
、

成
人
代
表
挨
拶
を
杉
本
有
沙
さ
ん
が
壇
上

か
ら
読
み
上
げ
ま
し
た
。

町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
（
増
田
仁
会

長
）
主
催
の
祝
賀
会
で
は
、
当
時
の
先
生

か
ら
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
や
新
成
人
が
え
り
も

小
学
校
へ
入
学
式
時
の
映
像
と
卒
業
式
の

な
つ
か
し
い
映
像
が
上
映
さ
れ
る
中
、
久

し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と
語
り
合
い
、
楽
し

い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

会
を
形
成

す
る
一
人

と
し
て
、

責
任
あ
る

行
動
を
心

が
け
て
く

だ
さ
い
」

と
話
し
、

渡
部
泰
町

議
会
議
長

は
「
こ
れ

成人の誓いと町民憲章が読み
上げられる

気
持
ち
を
新
た
に
大
人
と
し
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す

久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と
楽
し
い
１
日
を
過
ご
す

元
町
議
会
議
員
の
小
川
悠
紀
彌
さ

ん
（
札
幌
市
）
が
平
成

年
度
北
海
道

25

社
会
貢
献
賞
（
自
治
功
労
者
）
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
１
月

日
、
ホ
テ
ル

15

ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
（
札
幌
市
）
で
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
高
橋
は
る
み
北
海
道

知
事
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
賞
は
、
地
方
自
治
の
振
興
と
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
、
町
議

会
議
員
を
通
算
8
期

年
の
議
員
活

32

動
の
多
大
な
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

小
川
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な
賞
を

い
た
だ
い
て
光
栄
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

道社会貢献賞を受賞した小川さん

長
年
の
功
績
を
称
え
て

成人式には58人が参加しました。
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寒
空
の
中
を
勇
壮
に
行
進

1
月
５
日
、
日
高
東
部
消
防
組
合
え
り

も
町
消
防
団
（
桑
折
英
俊
団
長
）
と
同
え

り
も
支
署
（
高
橋
康
慶
支
署
長
）
に
よ
る

出
初
式
と
永
年
勤
続
表
彰
が
、
支
署
前
と

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
団
員
ら
１
５

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

支
署
前
の
式
典
で
は
、
桑
折
団
長
へ
各

分
団
指
揮
者
が
人
員
や
車
両
報
告
を
行
っ

た
後
、
団
員
と
車
両

台
が
支
署
前
を
出

10

発
し
、
本
町
市
街
地
を
一
周
す
る
市
中
分

列
行
進
が
行
わ
れ
、
寒
空
の
中
を
勇
壮
に

行
進
し
ま
し
た
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
式
典
で
は
、
岩
本
溥

叙
町
長
が
「
団
員
は
、
崇
高
な
消
防
精
神

と
強
い
責
任
感
の
下
で
、
日
夜
献
身
的
な

活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
団
員
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
更
新

や
デ
ジ
タ
ル
無
線
導
入
を
２
か
年
で
移
行

し
、
消
防
活
動
を
行
う
中
で
迅
速
な
対
応

が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
桑
折
団
長
は
「
昭
和

年
５

39

月
に
幌
泉
町
消
防
本
部
が
設
立
さ
れ
、
５０

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
消
防
団
は

常
備
の
消
防
職
員
と
は
違
い
ま
す
が
、
消

防
組
織
法
の
任
務
で
あ
る
国
民
の
生
命
・

身
体
及
び
財
産
を
火
災
か
ら
保
護
し
、
水

火
災
・
地
震
な
ど
の
災
害
防
除
と
そ
の
被

害
を
軽
減
す
る
と
い
う
」
目
的
は
同
じ
で

あ
り
、
団
員
と
職
員
が
一
致
団
結
し
、
町

民
の
た
め
に
責
務
を
全
う
し
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
延
べ

人
の
団
員
が
永
年

40

勤
続
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

消
防
本
部
が
設
立
さ
れ
、

年
の
節
目
の
年

50

本町市街地を行進する消防団員

元気に１００歳を迎える

1月23日、特別養護老人ホームやまと苑（鍵谷俊

一施設長）で、１００歳となられた矢陸梅子さん（庶

野）のお祝いが行われました。

家族や来賓、職員が見守る中、岩本溥叙町長か

ら楯と金杯が贈られました。また、えりも町社会

福祉協議会の大高耕二会長から記念品が贈呈され

ました。

矢陸さんは大正３年に庶野地区で生まれ、昭和

１５年に悟一さんと結婚され、夫婦で昆布漁などの
ごいち

漁業で生計を立てながら、５人（男3人・女２人）の

お子さんを育てました。

岩本溥叙町長のお祝いの言葉で「大正・昭和・

平成と３代を生き、苦労したことや楽しいことも

あったと思います。元気に今日を迎えられたとい

うことは、大変な偉業です。これからも、１日１

日と積み重ねて、えりも町の歴史をつくるような

年齢まで、元気に長生きしてください」と述べま

した。

この日駆けつけた長女の島田雪江さん（広尾町）

岩本町長より、楯と金杯を受け取った矢陸さん(右)

は「母の100歳のお祝いを頂きありがとうござ

います。こんなに長生きするとは思ってもいま

せんでした。本当にみなさんのおかげです。あ

りがとうございました。嫁ぎ先のお姑さんも今

年7月に100歳を迎えます」と感謝の言葉を述べ

ました。

えりも町の1月31日現在で、100歳以上の方

は、矢陸さんのみとなっています。

矢陸梅子さんへ楯と金杯が贈呈
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来
年
度
の
新
一
年
生
は
、
平
成

年
4
月
2
日
か
ら
平
成

年
4
月
1
日
ま
で
に
生

19

20

ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

今
回
掲
載
し
た
入
学
名
簿
は
、
え
り
も
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
保
護

者
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
で

お
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
方
や
転
出
予
定
の
方
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

学
校
教
育
係
（
緯
2
ー
2
5
2
5
）
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

も
う
少
し
で
ピ
カ
ピ
カ
の
1
年
生

昨年４月のえりも小学校入学式

飯

田

充

音

石

黒

姫

菜

犬

山

綾

乃

井

上

陽

菜

小
山
内

太

一

甲

谷

來

知

髙

杉

大

誓

田

中

明

良

堤

夢

ム

藤

井

湊

増

田

陽

宮

川

冷

矢

村

中

瑛

太

渡

邉

彰

太

伊

吹

玲

愛

岩

間

幸

広

運

上

華

奈

大
久
保

沙

南

小

林

颯
之
佑

（
飯

田

隆

典
）

（
石

黒

克

哉
）

（
犬

山

千

尋
）

（
井

上

忍

）

（
小
山
内

健

）

（
甲

谷

亮

介
）

（
森

由
香
里
）

（
田

中

浩

）

（
堤

陽

子
）

（
藤

井

洋

樹
）

（
増

田

仁

）

（
宮

川

正

芳
）

（
村

中

照

彦
）

（
渡

邉

覚

文
）

（
伊

吹

美

香
）

（
岩

間

幸

賞
）

（
運

上

尚

幸
）

（
大
久
保

貴

文
）

（
小

林

英

徳
）

佐
々
木

敦

海

佐
々
木

澪

住

岡

晴

琉

富

沢

晄

成

平

田

圭

佑

淡

路

颯

太

佐
々
木

秀

恭

平

野

詩

織

神

田

玲

美

工

藤

し
ず
く

（
佐
々
木

淳

）

（
佐
々
木

均

）

（
住

岡

俊

也
）

（
富

沢

誠

）

（
平

田

哲

也
）

（
淡

路

直

樹
）

（
佐
々
木

克

也
）

（
平

野

学

）

（
神

田

宣

孝
）

（
工

藤

優

司
）

●
え
り
も
小
学
校

※
（

）
内
は
、
保
護
者
の
お
名
前
で
す
。

（
敬
称
略
）

斉

藤

凪

咲

川

村

一

瑳

渋

田

瑠

香

髙

橋

世

真

田

中

健

大

谷

家

さ
く
ら

堤

勇

秦

坂

本

蒼

太

佐

藤

那
乃
羽

清

水

亜
咲
哉

徳

永

悠

成

肥

田

瑠
璃
香

福

原

悠

真

森

裕

雅

横

濱

琉

空

●
東
洋
小
学
校

●
笛
舞
小
学
校

（
斉

藤

龍

一
）

（
川

村

健

太
）

（
渋

田

智

宏
）

（
髙

橋

幸

輝
）

（
田

中

孝

功
）

（
谷

家

優

輔
）

（
堤

是

隆
）

（
坂

本

勉

）

（
佐

藤

将

志
）

（
清

水

亮

）

（
徳

永

眞
志
男
）

（
肥

田

奈
少
子
）

（
福

原

信

彦
）

（
森

裕

太
）

（
横

濱

幸

壮
）

中

野

花

怜

藤

井

貴

文

村

田

恭

乙

渡

部

瑠

菜

大

橋

春

輝

小
山
内

琉

斗

菊

田

拓

隼

工

藤

大

悟

佐

藤

大

河

鈴

木

遼

田

中

音

輝

富

川

心

藤

田

大

貴
（
中

野

良

子
）

（
藤

井

宏

昌
）

（
村

田

徳

行
）

（
渡

部

太

志
）

（
大

橋

明

史
）

（
小
山
内

裕

二
）

（
菊

田

麻
友
美
）

（
工

藤

昌

一
）

（
佐

藤

一

弘
）

（
鈴

木

光

）

（
田

中

誠

一
）

（
富

川

光

）

（
藤

田

慶

二
）

●
え
り
も
岬
小
学
校

●
庶
野
小
学
校
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カルシウムの上手なとり方を学ぶ

1月9、10日の2日間、保健センターで「冬休み子供料理教

室」が開かれ、33人の子どもたちが参加しました。

毎年、保健福祉課の保健事業の一つとしてこの時期に開

催しており、今回は「骨がじょうぶになる食べかたを知ろう

外」をテーマに行われました。

柳栄養士からカルシウムの大切さの説明を受けたあと、

食生活改善推進員協議会のサポートを受け、カルシウムが

とれる牛乳やチーズを使った、焼きおにぎり、シチューのパ

イ包み焼き、フルーツスムージーの三種類をつくりました。

1月9日

自宅で簡単に運動不足を解消

町保健福祉課主催の運動教室が、福祉センターで行われ、

16人が参加しました。

冬場は外で運動する機会が少なく、運動不足を解消する

ため、健康保養ネットワークの武田美智代フィットネスア

ドバイザーを招き、自宅でも簡単に運動ができるイスや

マットを使ったストレッチ運動を行いました。

参加者は基本姿勢を学び、イスに座っての足踏み運動や

肩などの筋肉のほぐし方、マットを使った腹筋や背筋を動

かした運動を約１時間半行い、心地よい汗を流しました。

1月20日

襟裳岬「風の館」で、北海道歌旅座えりも町公演実行委員

会（東敏克実行委員長）が主催するjuncoWＩTHnariko

OLD&NEWが開催され、約100人の観客が訪れました。

公演は２部構成で行われ、第1部はjuncoさん演じる主人

公マリーがミドとの出来事を歌や演劇で表現した小劇場を

行い、会場を楽しませました。第2部ではjuncoさんと高橋

奈梨子さんによるコンサートが行われ、juncoさんの美しい

歌声と高橋さんのヴァイオリンの音色に、観客は聴き入っ

ていました。

1月18日美しい歌声と音色に聴き入る

夕日メドレーでは後ろに夕日の映像が流れる

サポートを受けながら、料理をつくる子どもたち

イスを使ってのストレッチを行う参加者
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生
涯
学
習
だ
よ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

我が家だけの味を披露

1月13日（月）福祉センターで、えり

も町女性団体連絡協議会（川崎尚子会長）

主催による「第50回つけものコンクー

ル」が開催されました。

コンクールは審査種別7部門で味・色

彩・香り・衛生面の総合によって審査さ

れました。

第50回の記念大会となる今年度のコ

ンクールには85品の出品があり、町内外

から約80人の参加がありました。

川崎会長は「先人の方が作ってきた伝

統のある食べ物です。今後、「つけもの

コンクール」へ誰もが気軽に参加できる

ようにしていきたいと思います」と挨拶

第50回つけものコンクール

しました。

また、第50回の記念事業として行われ

た「お寿司屋さんが教える外甘酢ショウ

ガ（ガリ）作り方講習会」では、銀寿し

の久慈裕文氏を招き、自宅でも簡単にで

きる｢ガリ」と｢鱈の昆布締め」のプロの

レシピを教えていただきました。

いずし「その他」の部で１位となった

工藤幸子さん（目黒）は「今年は、上手

につくることができました。まさか1位

になれるとは思ってもいませんでしたの

でびっくりしています。来年も参加した

いと思います」と話していました。

説明はわかりやすく、具体的に

神経質な子

中学生の家庭学習

保育園や幼稚園で気になる子ども

お手伝い「ほうび」がほしくなる

音声テープによるサービスで
す。電話をかけると音声が流
れ、各内容についてのアドバイ
スを聞くものです。
※会話はできません。

子育てテレホンサービス 緯2-3715

01/31～02/06

02/07～02/13

02/14～02/20

02/21～02/27

02/28～03/06

漬物名１ 位部 門

芹 田 美 子(笛舞)たくあんの部

大根のかぼちゃ漬け能 登 貞 子(笛舞)かぼちゃ漬けの部

大根のかす漬け匂 坂 鏡 子(庶野)かす漬けの部

大根漬け渡 部 智佳子(本町)工夫の部

アスパラの味噌漬け渡 部 智佳子(本町)即席の部

村 田 美栄子(岬)いずし「さけ」の部

たこのいずし工 藤 幸 子(目黒)いずし「その他」の部

第50回つけものコンクールの各部門1位

1品ずつ食べながら審査を行う審査員

絵画教室
えりも高校美術部顧問の畠山周子さんを講師に

招き、昨年11月2日から計6回の絵画教室を行い、

15人が参加しました。

参加者は、絵画作成を真剣に行っていました。

日程は決まっていませんが、参加者の描いた作

品を生協えりも店に展示する予定です。 畠山さんから指導を受ける参加者
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1月11日(土)「全道フットサル選手権2014苫小

牧地区日高地区予選兼交流会」が、町民体育館と

えりも中学校体育館を会場に行われました。

日高管内のサッカー少年団が選抜の部、交流の

部に分かれ、選抜の部には9チーム、交流の部には

19チームが参加して熱戦を繰り広げました。

当町からは、えりもサッカー少年団が各部に出

場し、交流4年生以下の部で準優勝しました。

リーダー研修会に34人が参加

1月14日（火）と15日（水）日高町で、町スポー

ツ少年団本部が主催する「リーダー研修会」が行

われ、町内のスポーツ少年団に所属する5・6年生

34人の団員が参加しました。

スキー体験では、ひだか高原スキー学校のイン

ストラクター3人の丁寧な指導を受けて、この日

初めてスキー体験をする10人の団員も楽しみな

がら取り組み、2日目にはリフトに乗って転びな

がらもコースを滑り降りてくることができるよう

になりました。

国立ひだか青少年自然の家に宿泊し交流を深め

た団員たちは、工作体験やスレッドリレーにも取

り組み、充実した1泊2日の研修となりました。

熱戦を繰り広げたフットサル大会

スキー体験を行った団員たち

激しい攻防の中、相手のボールを奪い取る

■Ｄ１ 警視庁暗殺部／矢月 秀作
■グリード 上巻・下巻／真山 仁
■ローカル線で行こう外／真保 裕一
■リプレイ２．１４／喜多 喜久
■黒書院の六兵衛／浅田 次郎
■終物語 上巻／西尾 維新
■星籠の海 上巻・下巻／島田 荘司

《一般書》

《児童書》

■わりばしワーリーもういいよ／シゲタ サヤカ
■図書館に児童室ができた日／ジョン・ピンボ
ロー

■ゆうれいがこわいの？ムーミントロール／
トーべ・ヤンソン

■ムーミンのさがしもの／リーナ・カーラ
■ボタン／森 絵都
■けんかのきもち／柴田 愛子

《おすすめ本 》

天使の柩
村山 由佳 著

恋人の春妃を失って以来、心に

深い痛みを抱えてきた歩太。

家にも学校にも居場所がなく、

自分を愛せないで育った少女・茉

莉。傷ついた二つの魂が惹かれあ
う…。天使の卵から20年、感動の最終章外

児童が図書室を見学

公共施設の利用方法などを学習する一環とし

て、12月16日(月)に笛舞小学校１、２年生８人の

児童が図書室に来室し、施設内の見学と図書室の

利用方法について、理解を深めました。

図書室の本を読む児童

新新し新しいい本
図 書 室 だ よ り

◆◆生涯学習だより◆◆
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10％がどちらでもいい、という回答でした。

9月に、初の町民運動会が開かれ、8チームの選

手、応援合わせて3千人以上が幌泉小のグラウン

ドを埋めました。優勝は襟裳チーム、準優勝は庶

野チーム。町福祉センター新築工事が昭和45年8

月の完成目指して9月に着工しました。

幌泉高校が創立20周年を迎え、10月に記念式

典で祝いました。同校は昭和24年4月に、浦河高

校幌泉分校（定時制）として発足。同27年に独立

校、35年11月に待望の校舎が完成しました。

11月に、町村金五道知事が来朝して「動く道政

教室」が歌別生活館で開かれ、管内各町の婦人会

が参加。当町からは、母子会長の大内フミヱさん

ら5人が子育て支援を要望しました。

花田政雄町長は年頭挨拶で、昭和45年の町開基

90年を境に、全国的に知られている「えりも」を

町名に抱く方針を示し、町民の総意によって実現

させようと呼びかけました。２月開催の町民と対

話の会では、町名変更に多くが賛成の意向を示し

たことから、町は公聴会開催、町議会と協議など

を経て、1年間かけて検討することにしました。

２月に開催された全国広報コンクールで、町の

「広報ほろいずみ」43年10月号が、編集内容が高

く評価され、町村の部”特選”に選ばれました。

4月下旬から旭ヶ丘団地で、日高管内で3局目に

なる電報電話局舎の新築工事が始まり、45年8月

からの電話自動化を待ち望みました。

5月の自治会長会議では、町民と対話の会で要

望が多かった、町内のテレビ難視聴解消のため、

ＮＨＫが昭和45年に歌別と庶野両地区にテレビ

中継所を設置する計画があることを伝えました。

6月に、20歳以上の全町民を対象に、町名変更

についての「住民意向調査」を実施しました。そ

の結果、67％が賛成、23％がいまのままで良い、

町名変更意向調査や電報電話局舎の着工

昭和44年広報紙で見る町の歩み

町民運動会パレード

江戸時代、襟裳岬を訪れた旅人が多くの記録を

残しています。その一つを紹介します。

モノク子（岩礁帯先端の岩礁）その意味は不明。

アキシ子イショウという、五つの岩ということ、

実に海中から五つ並んで出ていて、眺望は表現で

きないほどだ。ここにコンブが多く生えている

が、アイヌなどはエリモさまのおひげだとして、

昔から採ることはない。（松浦武四郎「戌午東西蝦

夷山川地理取調日誌」1858）。

このことから、襟裳岬はアイヌ民族にとって聖

地的な場所であることがわかります。

2月21日ピリカノカのシンポジウムを町福祉セ

ンターで開催します。

「襟裳岬」を唄った島倉千代子さんが昨年鬼籍

に入られ、ＮＨＫの紅白歌合戦では森進一さんが

「襟裳岬」を唄ってくださりました。

歌で有名になった襟裳岬ですが、国が守るべき

文化財の指定を受けています。

「ピリカノカ」とは、アイヌ語で「美しい形」を

意味し、北海道においてアイヌ民族の物語や伝

承、祈りの場、言語に彩られた優秀な景勝地のこ

とです。

「襟裳岬」は平成22年8月に名勝ピリカノカの一

つとして指定されました。

襟裳岬は、オンネエンルムというアイヌ語が語

源で「大きな・突き出たところ」（大きな岬）とい

う意味です。「エンルム」を「エルム（ネズミ）」と

考え、「おおきなネズミ」と解釈する説もありま

す。襟裳岬の地形や岩礁を見てネズミが飛び跳ね

る姿を想像したのでしょうか。

国指定文化財 名勝 ピリカノカ襟裳岬

オンネエンルム

えりもＭＵＳＥＵＭ
しりょうかん

写真：東蝦夷日誌六（松浦武四郎1858）
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●庶野診療所（緯4-2219）
三種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん混合・ヒブ・小児
用肺炎球菌、不活化ポリオ、四種混合の個別予防接種
①実施日……毎週月・木曜（2日前まで予約）
②時 間……14：00～16：00

●浦河日赤病院（緯0146-22-5111）
ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種
小児科外来にお申し込みください。

●町立診療所
麻しん風しん混合の予防接種
前週金曜日までに保健予防係へお申し込みくだ
さい。

冬
太
り
を
解
消
し
よ
う
外

年
末
年
始
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
、「
か

ら
だ
が
重
た
い
」
と
思
う
方
は
い
ま
せ
ん

か
？冬

は
家
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い
た

め
、
運
動
不
足
に
な
り
や
す
く
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
費
で
き
ず
に
太
っ
て
い
き
ま

す
。町

の
検
診
の
結
果
で
は
、
夏
に
な
る
と

平
均
２
～
３
茜
体
重
が
減
っ
て
い
ま
す

が
、
年
々
夏
の
体
重
が
減
り
に
く
く
な

り
、
体
重
が
増
え
て
い
く
方
が
多
い
よ
う

で
す
。

冬
太
り
を
今
か
ら
解
消
す
る
た
め
に
、

運
動
と
食
べ
物
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
ま

し
ょ
う
。

●
体
を
動
か
し
て
消
費
を
増
や
す

焔
こ
ま
め
に
動
く

焔
今
よ
り

分
多
く
体
を
動
か
す
（
階
段

10

昇
降
・
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
）

焔
無
理
な
く
で
き
る
運
動
を
続
け
る

●
食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
に
注
意

焔
腹
八
分
目
を
心
が
け
る

焔
野
菜
を
毎
食
食
べ
る

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

【食べたエネルギーを運動に換算すると】

太
り
や
す
い
冬
を
上
手
に
乗
り
越
え
る

200kcal消費100kcal消費

雪 か き 32分

ジョギング 28分

階 段 昇 降 24分

早 歩 き 40分

掃除機をかける 27分

軽 い 体 操 27分

ﾊ゙ﾆﾗｱｲｽ 1個

どらやき 1個

肉まん 1個

ﾎ゚ﾃﾄﾁｯﾌ゚ｽ 半袋

ｺｶｺーﾗ 500悪

ごはん 茶碗半分(50扱)

おもち 1個(50扱）

みかん 3個

ﾖーｸ゙ﾙﾄ 1個

ｽﾎ゚ ﾂーﾄ゙ﾘﾝｸ 500悪

焔
間
食
、
甘
い
飲
み
物
を
控
え
る

焔
食
べ
物
を
目
に
入
る
と
こ
ろ
に
置
か
な

い
焔
残
り
物
を
食
べ
な
い

●
生
活
習
慣
を
整
え
る

焔
毎
日
体
重
計
に
の
る

焔
食
べ
る
も
の
の
カ
ロ
リ
ー
表
示
を
み
る

焔
休
肝
日
を
つ
く
る

会 場時 間実施日行 事
保健センター（個別通知）08：50～11：004日(火)乳幼児健診
町立診療所（要予約）15：30～16：004日(火)、18日(火)麻しん風しん予防接種
保健センター（要予約）09：30～13：008日(土)おやこの食育教室
保健センタ－（要予約）13：30～14：3012日(水)、26日(水)日赤巡回診療
福祉センタ－10：00～11：3012日(水)、26日(水)風の子ひろば（育児サークル）

保健センタ－（要予約）07：30～14：0015日(土)
女性検診

（子宮がん、乳がん、骨そしょう症）

保健センタ－（個別通知）13：15～14：00
17日(月)、20日(木)、
24日(月)、27日(木)

フッ素歯みがき教室

保健センタ－13：30～13：40

18日(火)

三種混合予防接種
保健センタ－13：40～13：50ＢＣＧ予防接種
保健センタ－13：50～14：00四種混合予防接種
保健センタ－14：00～14：10ヒブワクチン予防接種
保健センタ－14：10～14：20小児用肺炎球菌ワクチン予防接種
保健センタ－14：20～14：40ポリオ予防接種(不活化ワクチン）
庶野診療所（要予約）14：00～16：0026日(水)二種混合予防接種
保健センター（要予約）13：30～15：0028日(金)離乳食教室
町立診療所（要予約）15：30～16：003月4日(火)麻しん風しん予防接種
保健センター（要予約）13：00～15：003月5日(水)栄養教室（骨そしょう症予防の食事）

2月の保健メモ （連絡先 役場保健福祉課 保健予防係 緯2-4630）

※体重60茜の場合
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田
つ
ゆ
子

蛯
名

渚

石
森
美
恵
子

あつまれ！一歳児

すくのび
「すくのび」は、「すくす
くのびのび育って」の願い
を込めたタイトルです。

齊藤妃真ちゃん
さいとうき さ な

（翔平・沙夜美）
Ｈ25.2.17生(大和)

お兄ちゃんお姉ちゃん

が大好きな甘えん坊鎧

1歳おめでとう

樺ご厚志に感謝します

焔森 屋 大 さん（笛舞）

下笛舞自治会へ 30,000円

焔富 川 和 矢さん（庶野）

有明自治会へ 20,000円

やまと苑へ 30,000円

焔石 川 秀 一さん（東洋）

東洋第１自治会へ 50,000円

東洋老人クラブへ 20,000円

やまと苑へ 30,000円

焔沼 舘 隆 さん（大和）

大和第１自治会へ 50,000円

大和第２自治会へ 50,000円

★社協のボランティアセンターへ

富川和矢さん（庶野） 30,000円

弁護士相談センター無料相談（事前予約制）

時 間日 程会 場

13：15
～

16：15

2/18・3/18
えりも相談所
（保健センター）

2/12・3/11様似相談所

2/4・3/4浦河相談所

13：30
～

16：30

2/3・5・10・12・17・19・24・26
3/3・5・10・12・17・19・24・26・31

静内相談所

月曜日～金曜日／10：00～16：00
緯0146-42-8373

予 約 受 付

●屋根の雪下ろしをするとき

焔複数で行う閣はしごを支えたり、安全を確認

したり、万一の際は救助のために外

やむを得ず一人で行う場合は、家族や近所の

人に声をかけて外

焔滑り止め閣靴やはしごに滑り止めをつける等

の工夫を外

焔命綱をつけて閣万一滑った場合や雪の急落に

備えて外

焔周囲も確認閣通行人や子どもなどに十分注意

を外

●除雪機を使用するとき

焔服装に注意閣機械に巻き込まれないように外

焔トラブル時はエンジン停止閣雪が詰まったな

ど、トラブル時はエンジンを必ず停止外

焔周囲も確認閣通行人や子どもなどに十分注意

を外

●その他の注意事項

焔屋根の雪に注意閣屋根の下を通るときは「雪」

や「つらら」に注意を外

焔除雪時の健康に注意閣無理な作業はしない、

除雪後汗をかいたら着替えを外

焔気象情報に注意閣暴風雪や大雪警報が発表さ

れたら、外出を控える外

除雪などによる被害防止
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「ういず」の巡回相談

障がい者支援事業所「ういず」では、来所や電

話、訪問による相談のほか、月に１度、役場保健

センターで巡回相談を行っています。

一般的な相談は無料ですので、お気軽にご利用

ください。

●2月の巡回相談日時 2月１7日 １０時～正午

●お問い合わせ先

〒０５７-0032 浦河町向が丘西2丁目568-66

緯0146-22-6246（ＦＡＸ兼用）

Ｅ-メール uizu@u-kouyouen.jp

自衛官を募集しています

自衛隊札幌地方協力本部では、次のとおり自衛

官を募集しています。

●募集内容

焔自衛官候補生（男子コース）

資 格 18歳以上～27歳未満

受付期限 通年

採用試験 2月22日及び3月８日

焔予備自衛官補（男女コース）

資 格 一般公募 18歳～33歳

技能公募 18歳～54歳

受付期限 平成26年4月2日

採用試験 平成26年4月11日～15日

（いずれか1日を指定します）

●お問い合わせ先

自衛隊札幌地方協力本部 静内分駐所

緯0146-44-2855

えりも町が所有する建物で、近浦共同作業所

（土地付き）と下笛舞共同作業所（土地付き）を

入札により売却します。

●入札申込期間 2月5日(水)から18日(火)まで

●入 札 日 2月26日(水) 10時

役場2階 202・203会議室

●お問い合わせ先

役場建設水道課建築管財係 緯2-2114

入札申込を受付けます

町では住宅改修工事等への補助を行っていま

す。工事予定のある方は、お早めにご相談くださ

い。

●お問い合わせ先

役場建設水道課建築管財係 緯2-2114

住宅改修工事補助事業

札幌法務局では、自宅や事務所のパソコンから

オンラインで請求した登記事項証明書等を浦河町

役場内の窓口（浦河法務局証明サービスセンター）

で受け取ることができるサービスを開始しまし

た。

対象となる証明書の種類は、土地・建物の登記

事項証明書、会社・法人の登記事項証明書と印鑑

証明書です。地図、各種図面、概要記録事項証明

書は対象となりません。

請求は、自宅等のパソコンから平日8時30分か

ら21時まで行うことができます。

受取は、平日9時から13時までとなります。

窓口での請求よりも手数料が安くなります。

●お問い合わせ先

（請求方法、手数料の納付方法など）

札幌法務局日高支局

緯0146-42-0415

http://www.touki-kyoutaku-net.moj.go.jp

登記事項証明書等がパソコンから

※訂正 広報えりも１月号の子ども

議会の記事で、質問を子ども議員個

人の考えのように取り上げました

美容家の千春スゥザン先生を講師に招き、下記

の日時で講演会を開催します。

●日時 ２月21日(金) 13時～

●会場 浦河町期間集落センター堺町会館

●講演 美容家スゥザンの大切にしていること

は？

●お問い合わせ先

ＪＡひだか東女性部事務局 緯0146-22-1500

講演会の開催

が、実際には学校でまとめられた意見を述べたも

のでした。おわびして訂正します。
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町立診療所・庶野診療所の診療表
●受付時間・電話番号

庶野診療所(緯4-2219)

09時00分～11時30分

14時00分～16時30分

町立診療所(緯2-2265)

0８時30分～11時30分

13時00分～16時30分

○印は午前・午後とも診察

６人

近 浦

笛 舞

大 和

本 町

新 浜

歌 別

東 洋

えりも岬

庶 野

目 黒

合 計

（男 2,591人 女 2,613人）

（平成25年12月31日現在）

173人

285人

975人

922人

706人

341人

384人

548人

716人

154人

5,204人

68世帯

117世帯

430世帯

407世帯

305世帯

132世帯

132世帯

211世帯

275世帯

76世帯

2,153世帯

転入 転出6人 11人

出生 死亡5人 3人

月 の 税の う ご き

金木水火月
2/72/62/52/42/3

午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○外科

○○○○休 診庶野診

2/142/132/122/112/10
午前のみ○○

休 診

○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○外科

○○○休 診庶野診

2/212/202/192/182/17
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○外科

○○○13～15j時医不在○庶野診

2/282/272/262/252/24
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○外科

休 診午前のみ○○○庶野診

3/73/63/53/43/3
午前のみ○○検査日○内科町

立 ○午前のみ午前のみ○○外科

○○○○休 診庶野診

６ 月 の 税税 の 納 期
◆国民健康保険税 第8期

（納期限 平成26年2月28日）

都合により、診療
表が急遽変更となる
場合もあります。
ご了承ください。

①2/3、10、28、3/3は、休診です。

②2/18は、13時から15時医師不在となります。

③2/27は、午後から休診となります。

庶 野
診療所

2月の行事

9
日日

12
日
15

日
21

日
22
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り
も
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内
／
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時
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時
）

15

運
転
免
許
更
新
時
講
習
（
福
祉

セ
ン
タ
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時
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・
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時
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時
）

30

１４

15

バ
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タ
（
町

民
体
育
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／

時
～

時
）

10

17
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カ
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カ
・
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ム

（
福
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ー
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時

分
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～
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）
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年
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テ

ス
ト
・
交
流
会
（
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民
体
育
館

／
9
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～

時
）
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歌別川で羽を休める白鳥

平成25年分の所得税及び復興特別所得税

の確定申告の相談及び申告書の受付けは2

月17日（月）から3月17日（月）までです。

確定申告書は、国税庁ホームページの「確

定申告書等作成コーナー」で作成し、印刷し

て郵送等により提出することができます。

税務署などの確定申告会場にお越しの際

には、「前年の申告書控え」、確定申告に必

要な書類及び印鑑をご持参ください。

確定申告のお知らせ


